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Ⅰ 検査目的及び項目 

本検査※は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年

法律第１６６号）第５１条の８第１項に基づき実施する核燃料物質又は核燃料物質に

よつて汚染された物の廃棄物管理の事業に関する規則（昭和６３年総理府令第４７

号。）第８条第３号に係る使用前検査について、特定廃棄物管理施設のうち、その他

廃棄物管理設備の附属施設が、認可した特定廃棄物管理施設に係る設計及び工事の方

法の申請（以下「設工認申請書」という。）に従い製作、据付けられ、所定の性能を有

しており、原子力規制委員会規則で定める技術上の基準に適合するものであることを

確認するもので、以下の検査を実施する。 

１．材料検査 

２．寸法検査 

３．据付・外観検査 

４．機能検査 

５．品質管理の方法等に関する検査 

なお、原子力規制委員会規則で定める技術上の基準とは、特定第一種廃棄物埋設施

設又は特定廃棄物管理施設の性能に係る技術基準に関する規則（平成２５年原子力規

制委員会規則第３３号。）第３条第３項、第５条第１項、第１７条第２項及び第２１

条である。 

※原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１５号）附則第７条第１項の規

定に基づき、なお従前の例による。 

 

Ⅱ 検査場所 

日本原燃株式会社 再処理事業所 

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮 

 

Ⅲ 検査範囲 

１．検査対象設備及び範囲 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）      １台 

 350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）         １台 

  105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）  １台 
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２．認可関係 

認可年月日及び認可番号 

令和２年３月２６日 原規規発第 2003264 号 

 

Ⅳ 検査方法 

１．材料検査 

（１） 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

（２） 検査手順 

筐体及びケーブル（既設ケーブルも含む）について、設工認申請書に記載

されている材料が使用されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料－２「表１」参照） 

 

２．寸法検査 

（１） 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に

行われ、有効期限内であることを校正記録により確認する。 

（２） 検査手順 

415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）及び 105V

無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の幅、奥行及び高さの寸法を申請者

の品質記録により確認する。 

（添付資料－２「表１」参照） 

 

３．据付・外観検査 

（１） 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 105V 無停電交流母線への給電源が、仮設無停電電源装置から 415V 無

停電電源装置 C（EB-UPS-C）への切替えが完了していることを確認する。 

（２） 検査手順 

① 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器

C（EA-XTR-C）の容量を申請者の品質記録により確認する。また、350V

蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の形式が、制御弁式据置鉛蓄電池であることを
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申請者の品質記録により確認する。 

② 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）及び

105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の外観に、使用上有害な

欠陥がないことを立会い又は申請者の品質記録により確認する。また、

350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）については、液漏れがないことを立会い

又は申請者の品質記録により確認する。 

③ 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）及び

105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の配置及び据付状態を立

会い又は申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料－２「表１及び図２」参照） 

 

４．機能検査 

（１） 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に

行われ、有効期限内であることを校正記録により確認する。 

④ 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）及び

105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の単体試験が完了してい

ることを確認する。また、図１ 電気設備の単線結線図のとおり接続

されていることを確認する。 

（２） 検査手順 

① 460V 常用母線 Cから給電している状態で、415V 無停電電源装置 C（EB-

UPS-C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での

電圧及び周波数を立会い又は申請者の品質記録により確認する。 

② 460V 常用母線 Dから給電している状態で、415V 無停電電源装置 C（EB-

UPS-C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での

電圧及び周波数を申請者の品質記録により確認する。 

③ 350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の浮動充電運転状態における電圧を立会

い又は申請者の品質記録により確認する。 

④ 460V 常用母線 Cから給電している状態で、460V 常用母線 Cのしゃ断器

を手動で開放し、電源喪失後、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）から給電さ

れ、105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側において電

圧及び周波数が維持されていることを確認する。また、415V 無停電電

源装置 C（EB-UPS-C）の出力側における電圧及び周波数を立会い又は申

請者の品質記録により確認する。 
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（添付資料－２「表２、表３及び図１」参照） 

 

５．品質管理の方法等に関する検査 

（１） 検査前確認事項 

法令、規格、設工認申請書、申請者の規程類、申請者の品質記録及びエビ

デンスが準備されていることを確認する。 

（２） 検査手順 

設工認申請書に定められた全社品質保証計画書に基づき、工事及び検査に

係る申請者の保安活動について、工事の特徴を踏まえ次の項目を確認する。 

① 品質保証の実施に係る組織 

・工事及び検査に係る必要な人的資源、インフラストラクチャー及び作

業環境が確保され、申請者部門間及び供給者との間の責任及び権限が

明確にされ、体制の構築、情報伝達等が設工認申請書に従って行われ

ていること。 

・供給者の選定や管理が設工認申請書に従って行われていること。 

② 保安活動の計画 

・工事及び検査に係る法令、仕様等の要求事項及び①の組織体制等が申

請者関係部門及び供給者に明確にされ、対象設備について全体工程や

各工程段階における監視、測定、検証、妥当性確認、試験及び検査が

漏れなく実施されるよう計画（手順や合否判定基準を含む。）が定めら

れていること。 

・①の供給者（調達物品や役務を含む。）の管理方法についても設工認申

請書に従って定められていること。 

③ 保安活動の実施 

・工事及び検査が②の計画に従って漏れなく実施されていること。また、

調達物品や役務に係る各工程段階における監視、測定、検証、妥当性

確認、試験及び検査についても設工認申請書に従って行われているこ

と。 

④ 保安活動の評価 

・調達物品や役務、原子力施設が要求事項に適合していることを実証す

るため、②の計画に従って漏れなく監視、測定、試験及び検査が行わ

れていることを評価していること。また、不適合が発生した場合の処

置、供給者から申請者への報告についても①の組織体制及び②の計画

に従って行われていること。 

⑤ 保安活動の改善 

・予防処置又は不適合に対する是正処置を通じて、品質管理の方法等の
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継続的改善が実施されていること。 

 

Ⅴ 判定基準 

１．材料検査 

筐体及びケーブル（既設ケーブルも含む）の材料が、設工認申請書に記載のとお

り不燃性又は難燃性であること。 

 

２．寸法検査 

構成機器の幅、奥行及び高さの寸法が、表１のとおりであること。 

 

３．据付・外観検査 

① 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-

XTR-C）の容量が、 kVA であること。また、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の

形式が、制御弁式据置鉛蓄電池であること。 

② 構成機器の外観に使用上有害な欠陥がないこと。また、350V 蓄電池 C2（EB-

BAT-C2）に液漏れがないこと。 

③ 構成機器の配置及び据付状態が、設工認申請書に記載のとおりであること。 

 

４．機能検査 

① 460V 常用母線 C から給電している状態で、415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-

C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での電圧及び周

波数が表２の許容値を満足すること。 

② 460V 常用母線 D から給電している状態で、415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-

C）及び 105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での電圧及び周

波数が表３の許容値を満足すること。 

③ 350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の浮動充電運転状態における電圧が、次の許容

値を満足すること。 

DC V± %( V～ V)（申請者管理値） 

④ 460V 常用母線 Cから給電している状態で、460V 常用母線 Cのしゃ断器を手動

で開放し、電源喪失後、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）から給電され、105V 無

停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での電圧及び周波数が表３のと

おり維持されていること。また、415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）の出力

側での電圧及び周波数が表３の許容値を満足すること 

 

５．品質管理の方法に関する検査 

工事及び検査に係る保安活動が認可した設工認申請書に定められた品質管理の
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方法等に関する事項に従って行われていること。 

 

Ⅵ 添付資料 

添付資料－１ 立会区分表 

添付資料－２ 関連図書 

表１ 無停電電源装置の仕様※１ 

表２ 出力電圧及び出力周波数の許容値（その１）※２ 

表３ 出力電圧及び出力周波数の許容値（その２）※２ 

図１ 電気設備の単線結線図※３ 

図２ 無停電電源装置の配置 

添付資料－３ 使用前検査成績書様式 

 

※１：設工認申請書の表に寸法公差を追記 

※２：申請者からの情報により作成 

※３：設工認申請書の図に測定箇所を追記 
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立 会 区 分 表 

設 備 名 機器等の名称 

重要度による 

区分 
立会区分 

備 考 
安重 

区分 

耐震 

クラス 

材料 

検査 

寸法 

検査 

据付・外観 

検査 

機能 

検査 

品管 

検査※ 

廃棄物管理施設に係る「その他

廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

 無停電電源装置 

415V 無停電電源

装置 C 

（EB-UPS-C） 

 

350V 蓄電池 C2 

（EB-BAT-C2） 

 

105V 無停電交流

母線用変圧器 C 

（EA-XTR-C） 

非安重 C B B A/B A/B B 

[記号説明]  

B  :記録検査 

A/B:立会検査 

又は 

記録検査 

※:品質管理の方法等に関する検査 

 

添
付
資
料
－
１

 

- 7
 - 
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表１ 無停電電源装置の仕様 

設備名称 無停電電源装置 

容量 kVA 

材料 筐体 鋼材（炭素鋼） 

ケーブル IEEE規格383を満足する難燃性ケ

ーブル 

耐震クラス C 

構
成
機
器 

415V 無停電電源装置 C 台数 １台 

寸法 幅 ：  mm mm 

奥行：  mm mm 

高さ：  mm mm 

350V 蓄電池 C2 台数 １台 

寸法 幅 ：  mm mm 

奥行：  mm mm 

高さ：  mm mm 

形式 制御弁式据置鉛蓄電池 

105V 無停電交流母線用変圧器 C 台数 １台 

寸法 幅 ：  mm mm 

奥行：  mm mm 

高さ： mm mm 

注）：寸法公差については、JEM 1459:「配電盤・制御盤の構造及び寸法」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

添付資料－２（１／５） 
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表２ 出力電圧及び出力周波数の許容値（その１） 

機器名 出力電圧 出力周波数 

415V 無停電電源装置 C 

（EB-UPS-C） 

AC415V± %※ 

( V～ V) 

Hz± %※ 

( Hz～ Hz) 

105V無停電交流母線用変圧器C

（EA-XTR-C） 

AC105V± %※ 

( V～ V) 

Hz± %※ 

( Hz～ Hz) 

※：申請者管理値 

 

 

表３ 出力電圧及び出力周波数の許容値（その２） 

機器名 出力電圧 出力周波数 

415V 無停電電源装置 C 

（EB-UPS-C） 

AC415V± %※ 

( V～ V) 

Hz± %※ 

( Hz～ Hz) 

105V無停電交流母線用変圧器C

（EA-XTR-C） 

AC105V± %※ 

( V～ V) 

Hz± %※ 

( Hz～ Hz) 

※：申請者管理値 

 

 

 

 

添付資料－２（２／５） 
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図１ 電気設備の単線結線図 交流出力電圧及び 

周波数測定箇所 

交流出力電圧及び 

周波数測定箇所 

添付資料－２（３／５） 
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図２ 無停電電源装置の配置（１／２）

添付資料－２（４／５） 



 

- 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 無停電電源装置の配置（２／２） 

添付資料－２（５／５） 
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使 用 前 検 査 成 績 書 

 

事業者及び事業所名 日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 対 象 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

検 査 場 所 日本原燃株式会社 再処理事業所 

申請年月日及び申請番号  

検 査 項 目 検査年月日 結 果 摘   要 

材料検査 年  月  日  
別紙－1、2 

のとおり 

寸法検査 年  月  日  
別紙－3、4 

のとおり 

据付・外観検査 年  月  日  
別紙－5、6 

のとおり 

機能検査 年  月  日  
別紙－7、8 

のとおり 

品質管理の方法等に 

関する検査 
年  月  日  

別紙－9、10 

のとおり 

原 子 力 検 査 官  

検 査 立 会 責 任 者 

（役職名） 
 

備       考 
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別紙－1 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検査項目：材料検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

確 認 事 項 結果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていること。  記録 

必要な図面等が準備されていること。  記録 

備   考： 
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別紙－2 

 

材料検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

筐体及びケーブル（既設ケーブルも含む）の材

料が、設工認申請書に記載のとおり不燃性又は難

燃性であること。 
  

備 考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12に示す。 
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別紙－3 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検査項目：寸法検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

確 認 事 項 結果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていること。  記録 

必要な図面等が準備されていること。  記録 

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精

度を有し、校正が適切に行われ、有効期限内であ

ること。 

 記録 

備 考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12に示す。 
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別紙－4 

 

寸法検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

構成機器の幅、奥行及び高さの寸法が、表１の

とおりであること。   

備   考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 
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別紙－5 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検査項目：据付・外観検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

確 認 事 項 結果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていること。  記録 

必要な図面等が準備されていること。  記録 

105V 無停電交流母線への給電源が、仮設無停電電

源装置から 415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）へ

の切替えが完了していること。 
 記録 

備   考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 
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別紙－6 

 

据付・外観検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）及び 105V

無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の容量が、

kVA であること。また、350V 蓄電池 C2

（EB-BAT-C2）の形式が、制御弁式据置鉛蓄電池

であること。 

  

構成機器の外観に使用上有害な欠陥がないこ

と。また、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）に液漏れ

がないこと。 
  

構成機器の配置及び据付状態が、設工認申請書

に記載のとおりであること。   

備   考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 
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別紙－7 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検査項目：機能検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

確 認 事 項 結果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていること。  記録 

必要な図面等が準備されていること。  記録 

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限内

であること。 

 記録 

415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）、350V 蓄電

池 C2（EB-BAT-C2）及び 105V 無停電交流母線用変

圧器 C（EA-XTR-C）の単体試験が完了しているこ

と。また、単線結線図のとおり接続されているこ

と。 

 記録 

備   考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 
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別紙－8(1/2) 

 

機能検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

460V 常用母線 Cから給電している状態で、415V

無停電電源装置 C（EB-UPS-C）及び 105V 無停電交

流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での電圧

及び周波数が表２の許容値を満足すること。 

  

460V 常用母線 Dから給電している状態で、415V

無停電電源装置 C（EB-UPS-C）及び 105V 無停電交

流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）の出力側での電圧

及び周波数が表３の許容値を満足すること。 

  

備   考：立会検査で使用した計測器を別紙－11 に示す。 

      本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 

 

立会検査記録 

 460V 常用母線 Cから給電し

ている状態 

415V 無停電電源装置 C

（EB-UPS-C）の出力 

電圧 ：       V 

周波数：      Hz 

105V 無停電交流母線用変

圧器 C（EA-XTR-C）の出力 

電圧 ：       V 

周波数：      Hz 
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別紙－8(2/2) 

 

機能検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の浮動充電運転状

態における電圧が、次の許容値を満足すること。 

DC V± %( V～ V) 
  

460V 常用母線 C から給電している状態で、

460V 常用母線 Cのしゃ断器を手動で開放し、電

源喪失後、350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）から給

電され、105V 無停電交流母線用変圧器 C

（EA-XTR-C）の出力側での電圧及び周波数が表

３のとおり維持されていること。また、415V

無停電電源装置 C（EB-UPS-C）の出力側での電

圧及び周波数が表３の許容値を満足すること。 

  

備   考：立会検査で使用した計測器を別紙－11 に示す。 

      本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 

 

立会検査記録 

 350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）の浮動充電運転状態における電圧      V  

 

 350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）

から給電している状態 

415V 無停電電源装置 C

（EB-UPS-C）の出力 

電圧 ：       V 

周波数：      Hz 

105V 無停電交流母線用変

圧器 C（EA-XTR-C）の出力 

電圧 ：       V 

周波数：      Hz 
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別紙－9 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検査項目：品質管理の方法等に関する検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

確 認 事 項 結果 確認方法 

法令、規格、設工認申請書、申請者の規程類、

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。 

 記録 

備   考：  
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別紙－10 

品質管理の方法等に関する検査記録 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

検 査 範 囲 

及 び 対 象 機 器 

廃棄物管理施設に係る「その他廃棄物管理設備の附属施設」 

その他設備 

電気設備 

無停電電源装置 

    415V 無停電電源装置 C（EB-UPS-C）    １台 

    350V 蓄電池 C2（EB-BAT-C2）       １台 

     105V 無停電交流母線用変圧器 C（EA-XTR-C）１台 

判定基準 検査結果 

工事及び検査に係る保安活動が認可した設工認申請書に定められた

品質管理の方法等に関する事項に従って行われていること。 

 

総 

合 

所 

見 

 

品 

質 

管 

理 

の 

方 

法 

等 

に 

関 

す 

る 

所 

見 

１品質保証の実施に係る組織 

 

２保安活動の計画 

 

３保安活動の実施 

 

４保安活動の評価 

 

５保安活動の改善 

 

備 考：本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－12 に示す。 
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別紙－11 

使用計測器一覧表 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

 

本設計器 

検査項目 機器名称 計器番号 測定範囲 
校正年月日 

備考 
校正有効期限 

      

      

      

      

      

 

 

本設計器以外の計器 

検査項目 機器名称 計器番号 測定範囲 
校正年月日 

備考 
校正有効期限 
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別紙－12 

記 録 一 覧 表 

検査年月日：       年    月    日 

検 査 場 所：  日本原燃株式会社 再処理事業所 

No. 確認した書類の名称 文書番号、制定年月日等 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 




